
                      入学式を挙行しました 
                   ４月８日（月）に本校体育館にて新入生 

２４０名を迎え第４６回入学式を挙行しま 
した。入学式では新入生を代表して、渡邉 
愛羅さん（名取第一中出身）が宣誓文を読 
み上げ、入学への心構えと抱負を述べてく 
れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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名北の風 
 

入学式 式辞 要旨 
                        宮城県名取北高等学校長 石墨 安洋 

 

          ただ今、入学を許可いたしました新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。私

達教職員、そして在校生一同、心より歓迎いたします。また、保護者の皆様、お子様の

御入学、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。本校は１９７９年に

開校し、創立から４０年を超える学校となります。「人間愛」「創造」「貢献」を校訓と

し、人間を愛し、創造の精神を尊び、社会に貢献できる人づくりを目標として、誠心誠

意新入生の皆さんの教育に携わっていきますので、安心して学校生活を送りください。 

 

さて、以前とある高校に転勤した際に、私は１学年の副担任を命じられました。入学式を前に、担任の先

生のクラス整備を手伝おうと思い教室を訪れたところ黒板の上の場所に模造紙に書かれた一編の詩が張られ

ていました。大正から昭和の初期にかけて作品を発表していた金子みすずさんという方が書かれた「私と小

鳥と鈴と」という作品でした。内容としてはこの詩の主人公である「私」にはできないことで「小鳥」や

「鈴」にできることもあるけど、逆に私にはできるけど「小鳥」や「鈴」にはできないこともある。「鈴

と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい」、と言った内容でした。その時の担任の先生から

新入生に対して、一人一人の違いを受け入れて皆さんを大切にしていきますよというメッセージが伝わって

きて、感銘を受けたのを今でも覚えております。 

今回、２４０名の新入生がこの会場にいますが、外見も異なれば育ってきた環境も違う、考え方も違う、

ものの感じ方も違います。もちろん、できることもできないことも違ってきます。この２４０名の仲間達と

この名取北高の中で３年間を過ごしていくわけですが、そこで大切となってくるのは、互いの価値を認め合  

い、自分にできないことは助けてもらい、周りが困っていれば助けてあげ

る、そういった相互信頼・相互補助の関係を築くことだと私は思います。

幸いなことに皆さんが入学したこの学校のこれまでの生徒達を見ますと、

そう言った気質の人達が集まってくるのか、又は、この場所で学ぶうちに

そのように成長していくのか、先ほど申し上げた大切にしてほしいことが 

自然にできる生徒達の集まりとなってい

ます。ぜひ、各種行事や部活動などの諸

先輩方との交流を通しながら新入生の皆

さんも互いを認め合い、周りの人を大切

にし、そして自分自身も大切にできる名

取北高生へと成長してください。これが

私から新入生に期待する課題となりま

す。明日からとは言わず入学した本日か

ら課題の解決に向けて日々の努力をして

くれることを望みます。 
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吹奏楽部の生演奏による入退場 



応援団口上 

      応援団長 鈴木 快（大河原中出身） 

新入生諸君 入学おめでとう 

高校として新たなスタートを切る諸君には、これから

新たな友情や経験、成長の場などたくさんの新しいこと

が待ち受けている。たとえ困難が立ち塞がったとして

も、皆が屈することなく立ち向かうことこそが成長への

第一歩となるのだ。失敗や挫折があろうとも諦めずに立

ち上がり、思い描いた未来を実現するために頑張ってほ  

しい。新入生諸君の健闘を祈りエールを送る。 

 

 

 

 

 

 

  熱烈歓迎！ようこそ名取北高へ！ 
 ４月９日（火）に、対面式と部活動紹介を開催しました。対面式では、生徒 
会執行部が新入生のために、名取北高校の校舎案内や高校生活の様子を、実在 
している教員のものまねも交えながら動画を作成し、上映しました。また、応 
援団長からは新入生歓迎の口上を述べたあと、大声援でエールを送りました。 
部活動紹介では各部活動が工夫を凝らした演出で日頃の部活動の様子を伝え、 
部員の募集を呼びかけていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

   

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・穀田 浩美 

歓迎の言葉 

    生徒会長 及川 歩紀（船迫中出身） 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。この

対面式では、各活動の代表が自分たちの活動について熱

心に語ってくれるので、皆さんの興味がある部活動や委

員会が見つかることでしょう。さらに、これから話があ

る学校説明ではこの学校のことをたくさん知ることがで

きます。 

ぜひ、名取北高校で充実した３年間を過ごして下さ

い。私たち先輩とも素敵な思い出を作っていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月行事予定 

１日(水)2 学年運動会                       １６日（木）１・２学年内科検診 

８日（水）１学年運動会                               ２０日（月）～２４日（金）学校公開 

９日（木）１学年歯科検診                      ２２日（水）前期生徒総会・県総体壮行式 

１０日（金）午前授業・交通安全教室                      ２３日（木）２・３学年内科検診 

１１日（土）・１２日（日）仙南総体集中開催日            ２５日（土）英語検定（本校会場） 

１５日（水）３学年運動会                                ２９日（水）避難訓練 

 

 

 

 

 

新入生代表の言葉 

     佐山 陽姫（村田第一中出身） 

今日は、私たち新入生のために対面式を行っ

てくださりありがとうございます。 

これまでの努力が実を結び、志望校であった

名取北高校の生徒になれることを私たち一同と

ても嬉しく思います。これからの３年間、名取

北高校の生徒としての自覚と誇りを持ち、責任

のある行動が取れるよう、自らを成長させてい

きたいと思います。 

高校生活という新しい環境への適応、新たな

出会いによる人間関係の構築、学習と部活動の

両立など、不安が尽きないのも事実ですが、明

確な目標を立て、新しいことに努力を惜しむこ

となく積極的に挑み、不安を払拭していきたい

と思います。また、充実した学校生活を送るた

め、体育祭、文化祭、修学旅行といった学校行

事を楽しみながら、学習と部活動 

を両立できるように努めていきた 

いです。 

まだまだ未熟でわからないこと 

も多い私たちですが、校長先生を 

はじめとした先生方、先輩方、こ 

れからどうぞよろしくお願いいた 

します。 
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